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２
月
　
日
昌
か
ら
３
月
　
日

１６

１５

昇
ま
で
、
申
告
相
談
を
行
い
ま

す
。

□
申
告
相
談
会
場

・
館
林
税
務
署

・
役
場
（
３
階
　
大
会
議
室
）

　
役
場
で
は
、
地
区
別
申
告
相

談
日
の
日
程（
下
記
の
と
お
り
）

で
申
告
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
混
雑
を
避
け
る
た
め
に
、

で
き
る
だ
け
指
定
の
日
に
お
越

し
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
（
申
告
に
必
要

な
書
類
と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
）。

　
指
定
の
日
が
都
合
の
悪
い
場

合
で
も
、
期
間
中
に
必
ず
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間

中
に
申
告
し
な
い
場
合
に
は
、

無
申
告
加
算
税
や
延
滞
税
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

て
い
ま
す
の
で
、
申
告
会
場
に

お
越
し
の
際
に
は
、
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
感
染
拡
大
の
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

□
確
定
申
告
が
必
要
な
人

①
事
業
を
し
て
い
る
人
、
不
動

産
収
入
の
あ
る
人
、
土
地
や

建
物
な
ど
を
売
っ
た
人
（
な

お
、
事
業
を
し
て
い
る
人
、

譲
渡
所
得
の
あ
る
人
、
青
色

申
告
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い

る
人
な
ど
は
、
館
林
税
務
署

で
申
告
相
談
を
お
願
い
し
ま

す
）

②
給
与
所
得
者
で
平
成
　
年
中

２２

の
給
与
の
収
入
金
額
が
２
０

０
０
万
円
を
超
え
る
人
、
ま

た
は
給
与
以
外
の
各
種
所
得

金
額
の
合
計
額
が
　
万
円
を

２０

超
え
る
人

③
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で

退
職
し
、
そ
の
後
就
職
を
し

な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
人

□
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が

戻
る
人

　
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ

い
人
で
も
、源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
や
予
定
納
税
を
し
た
税
金
が

納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
源
泉
徴
収
さ
れ
た
配
当
や
原

稿
料
な
ど
の
収
入
が
少
額

で
、
し
か
も
、
そ
の
他
の
収

行 政 区受 付 日

１７区昇１日

３

月

１４区昌２日

１９区昭３日

２７・２８区晶４日

１６区捷７日

１０・１１・１２区昇８日

１・２区昌９日

１３区昭１０日

晶１１日

予備日捷１４日

昇１５日

地区別申告相談日

所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
相
談
の
開
催

　平成２２年分（平成２２年１月１日から１２月３１日まで）

の所得税の確定申告と住民税の申告が２月１６日昌から始

まります。町では、３月１５日昇までの間、役場内に相談

会場を設け、申告相談を行います。

　「申告は難しくて…」という人にでもわかりやすく説明

しますので、証明書や領収書など申告に必要な書類を用

意してお越しください。

所得税の確定申告
住民税の申告

期間： ２月１６日昌～３月１５日昇

行 政 区受 付 日

２２区昌１６日

２

月

１５区昭１７日

１８・２０・２１区晶１８日

２３区捷２１日

２９・３０区昇２２日

９区昌２３日

３・４・５区昭２４日

２４・２５・２６区晶２５日

６・７・８区捷２８日

■申告相談（土・日曜日は

行いません）

・受付時間…午前８時３０分～

午後４時

・相談開始時間…午前９時



(3) 広報おおいずみ　Ｈ23.1.25　Vol.707

入
も
多
く
な
い
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ

る
人
で
医
療
費
控
除
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
人

③
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人

で
、
確
定
申
告
の
必
要
が
な

く
な
っ
た
人

　
な
お
、
給
与
所
得
者
で
、
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種

所
得
金
額
の
合
計
額
が
　
万
円

２０

以
下
の
た
め
確
定
申
告
を
要
し

な

い

人

で

も
、
還
付
を

受
け
る
た
め

の
申
告
書
を

提
出
す
る
場

合
に
は
、
こ

れ
ら
の
所
得
も
申
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

□
申
告
が
必
要
な
人

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
人
で
、
平
成
　
年
中
に
な
ん

２２

ら
か
の
所
得
の
あ
っ
た
人
は
、

す
べ
て
申
告
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
必
要
な

書
類
と
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

り
、
役
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
町
・
県
民
税
の
申
告
書
が

送
ら
れ
な
か
っ
た
人
で
も
、
な

ん
ら
か
の
所
得
が
あ
っ
た
人
は

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
告
の
必
要
が
な
い
人

①
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

②
給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先

か
ら
町
役
場
へ
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

③
公
的
年
金
な
ど
の
所
得
の
み

で
、
社
会
保
険
庁
や
共
済
組

合
な
ど
そ
の
年
金
の
支
払
者

か
ら
町
役
場
へ
、
公
的
年
金

等
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
人
（
た
だ
し
、
扶
養

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
そ
の

他
の
各
種
控
除
が
変
更
に
な

る
人
は
確
定
申
告
が
必
要
）

※
税
制
改
正
、
そ
の
ほ
か
税
金

に
関
し
て
詳
し
く
は
、
税
務
課

町
民
税
諸
税
係（
内
線
１
５
６
・

１
５
７
）
へ
。

　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）

の「確定申告書等作成コーナー」で作成した

データは、e－Ｔaxを利用して提出できます。

　平成２２年分の確定申告を本人の電子署名、

電子証明書を付して申告期限内にe－Ｔaxで

行うと、最高５，０００円の税額控除が受けられ

ます（平成１９年分から２２年分の間でいずれ

か１回適用できます）。

※電子証明書の取得やＩＣカードリーダライ

タの購入などの事前準備が必要です。

【e－Ｔaxのメリット】

・源泉徴収票や医療費の領収書などはその記

載内容を入力して送信することにより、こ

れらの書類の提出、提示を省略することが

できます（確定申告期限から３年間、書類

の提出、提示を求められることがあります）

・早期処理により、還付金の受け取りがス

ピーディー（約３週間）です

※確定申告期間中、役場の申告相談会場にも

設置しますのでぜひご利用ください。

さあ！　ネットで申告　e-Tax

平
成
　
年
分

２２

所
得
税
の

主
な
改
正
事
項

□
寄
附
金
控
除
の
改
正
　
寄

附
金
控
除
に
つ
い
て
、
適

用
下
限
額
が
２
千
円
（
改

正
前
…
５
千
円
）
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た

□
政
党
等
寄
附
金
特
別
控
除

の
改
正
　
政
党
等
寄
附
金

特
別
控
除
に
つ
い
て
、
税
額

控
除
の
計
算
の
対
象
と
な

る
政
党
な
ど
に
対
す
る
寄

附
金
の
適
用
下
限
額
が
２

千
円（
改
正
前
…
５
千
円
）

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

住
民
税
の
申
告

館林税務署

・所在地　館林市仲町１１－１２

・代表番号　緯７２・４３７３　(自動音声案内)

・個人課税第一部門（所得税・消費税）

　緯７２・９５０７

・資産課税部門（土地・建物・株式などの譲

渡・贈与税）　緯７２・９５１６

・管理徴収第一部門（納税・還付）　

　緯７２・９５０１

※駐車場が狭いため、確定申告期間中、車で

の来署はご遠慮ください。

最寄りの税務署は…

至太田

至羽生至浅草

至伊勢崎

館林駅

館林税務署

館林合同庁舎

交番

N
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町
で
は
、国
の
政
策
を
受
け
、

２
月
１
日
よ
り
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
、ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
予
防
接
種

は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定

期
の
予
防
接
種
で
は
な
く
、
任

意
接
種
（
法
律
上
の
接
種
義
務

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
と
な
り
ま

す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る

人
は
予
防
効
果
や
副
反
応
な
ど

に
つ
い
て
よ
く
読
み
、
十
分
に

ご
理
解
の
上
、
接
種
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
任
意
接
種
対
象
者
に
は
、
事

前
に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

□
接
種
期
間
　
２
月
１
日
昇
～

□
接
種
場
所
　
邑
楽
郡
・
館
林

市
内
の
契
約
医
療
機
関
（
町

内
の
医
療
機
関
は
下
表
の
と

お
り
）

□
対
象
　
期
間
、
接
種
ワ
ク
チ

ン
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り

ま
す
（
左
ペ
ー
ジ
で
よ
く
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

□
持
参
す
る
物

・
郵
送
さ
れ
た
予
診
票

・
母
子
健
康
手
帳
（
記
録
用
）

□
費
用
　
無
料

□
接
種
後
の
注
意
事
項

・
シ
ョ
ッ
ク
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
な
ど
重
い
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
が
お
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
接
種
後
　
分
間

３０

程
度
は
、
医
療
機
関
で
お
子

さ
ん
の
様
子
を
観
察
す
る

か
、
医
師
と
す
ぐ
に
連
絡
が

と
れ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
特
に
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
は
、

　
分
間
程
度
座
っ
た
ま
ま
、

３０接
種
し
た
病
・
医
院
で
安
静

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い

・
接
種
部
位
の
異
常
な
反
応
や

体
調
の
変
化
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
医
師
の
診
察

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
接
種
後

１
週
間
は
、
副
反
応
の
出
現

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

対象者は無料で受けられます

子宮 頸 がん予防ワクチン、
けい

ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン

小児用

肺炎球菌
ヒブ

子宮

頸がん
電話番号医療機関名

○○○緯６３・０８８８蜂谷病院

○○○緯６２・５４２８阿部医院

○○○緯６１・１１３３小児科おぎわらクリニック

○○○緯６２・２８８１たなか医院

○○○緯２０・１９７１富士クリニックペインクリニック

○○○緯６２・５５３５益田小児科医院

――○緯６２・２９１７三浦医院

――○緯２０・１１２２みづほクリニック

○○○緯６２・２２０９湯沢医院

□注意事項

・接種希望者は、医療機関へ事前に電話で予約してください

（契約医療機関以外で接種を希望される人は、事前に健康づく

り課へご連絡ください）

・予防接種は原則保護者の同伴が必要です。子宮頸がん予防ワ

クチンは、保護者の同意が確認できれば、保護者の同伴がな

くても接種することができます

■町内の契約医療機関一覧

笑健康づくり課　緯62・2121

町
内
医
療
機
関
で

接
種
で
き
ま
す

接
種
後
の
反
応
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

【
子
宮
頸
が
ん
】

□
患
者
数
・
年
代
　
国
内
で

は
年
間
約
１
万
５
０
０
０

人
が
発
症
。
特
に
　
～
　

２０

３０

代
で
急
増
し
て
い
る

□
症
状
　
初
期
は
自
覚
症
状

は
ほ
と
ん
ど
な
し
。
進
行

す
る
と
、
不
正
出
血
や
性

交
時
の
出
血
が
み
ら
れ
る

□
原
因
　
発
が
ん
性
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
。
感
染
し

て
も
多
く
の
場
合
は
自
然

に
排
除
さ
れ
る
が
、
感
染

し
た
状
態
が
長
く
続
く
と

発
症
す
る
こ
と
が
あ
る

□
発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
　
日
本

人
子
宮
頸
が
ん
患
者
の
約

　
％
か
ら
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
　
型
・

６０

１６

　
型
が
見
つ
か
っ
て
い
る

１８

【
ヒ
ブ
】

□
感
染
経
路
　
 咳
 や
く
し
ゃ

せ
き

み
な
ど
の
 飛
  沫
 感
染

ひ
 
ま
つ

□
患
者
の
年
代
　
０
～
１
歳

で
　

％
以
上
を
占
め
、

７０
ピ
ー
ク
は
生
後
８
か
月

□
感
染
す
る
と
　
ほ
と
ん
ど

は
無
症
状
。
一
部
の
乳
幼

児
で
は
中
耳
炎
・
気
管
支

炎
な
ど
の
感
染
症
、
髄
膜

炎
・
敗
血
症
、
喉
頭
蓋
炎
・

肺
炎
な
ど
重
篤
な
感
染
症

を
起
こ
す
場
合
が
あ
る
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□
接
種
対
象
・
期
間

・
２
月
１
日
昇
～
３
月
　
日
昭

３１

…
平
成
　
年
４
月
２
日
～
６

１８

月
　
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

３０

（
接
種
日
当
日
に
５
歳
未
満

で
あ
れ
ば
、
４
月
１
日
以
降

も
接
種
で
き
ま
す
）

・
４
月
１
日
晶
～
平
成
　
年
３

２４

月
　
日
松
…
接
種
日
現
在
で

３１
生
後
２
か
月
～
５
歳
未
満
の

お
子
さ
ん

□
接
種
回
数
・
方
法
　
下
表
の

と
お
り

【
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
副
反
応
】

　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
に
よ
る
感
染

症（
髄
膜
炎
・
敗
血
症
・
関
節
炎
・

喉
頭
蓋
炎
・
肺
炎
な
ど
）
を
予

防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
副
反

応
と
し
て
は
局
所
反
応
が
中
心

で
、
発
赤
、
腫
れ
、
し
こ
り
、

痛
み
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

と
副
反
応
】

　
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

は
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染
症

を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

副
反
応
と
し
て
は
、
接
種
部
位

の
腫
れ
、
発
赤
、
し
こ
り
な
ど

の
局
所
反
応
や
発
熱
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

□
接
種
期
間
・
対
象

・
２
月
１
日
昇
～
３
月
　
日
昭

３１

…
現
在
、
高
校
１
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
女
子
（
３
月

　
日
ま
で
に
１
回
以
上
接
種

３１し
た
場
合
は
、
４
月
１
日
以

降
で
も
、
残
り
の
回
数
分
も

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
）

・
４
月
１
日
晶
～
平
成
　
年
３

２４

月
　
日
松
…
４
月
１
日
時
点

３１
で
中
学
１
年
生
～
高
校
１
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
子

□
接
種
回
数
　
３
回

□
接
種
方
法
　
初
回
接
種
、
初

回
か
ら
１
か
月
後
、
初
回
か

ら
６
か
月
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ

上
腕
の
筋
肉
に
注
射

　
子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
の
入
り

口
に
で
き
る
が
ん
で
、
発
が
ん

性
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）と
い
う
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
原
因
で
発
症
し
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

は
、　

種
類
ほ
ど
あ
る
全
て
の

１５

発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
防

ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

子
宮
頸
が
ん
か
ら
多
く
見
つ
か

る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
　
型
・
　

型
の
２
つ

１６

１８

の
タ
イ
プ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
副
反
応
と
し
て
は
、
接
種
部

位
の
痛
み
・
腫
れ
、
頭
痛
、
め

ま
い
、発
熱
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

重
い
副
反
応
と
し
て
は
、
ま
れ

に
血
管
浮
腫
・
じ
ん
ま
し
ん
・

呼
吸
困
難
な
ど
が
現
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

接種開始が２か月齢以上７か月齢未満…４回

４～８週間の間隔で、３回皮下に注射初回免疫

初回免疫終了後、おおむね１年の間

隔をおいて１回皮下に注射
追加免疫

接種開始が７か月齢以上１２か月齢未満…３回

４～８週間の間隔で、２回皮下に注射初回免疫

初回免疫終了後、おおむね１年の間

隔をおいて１回皮下に注射
追加免疫

接種開始が１歳以上５歳未満…１回

１回皮下に注射

接種開始が２か月齢以上７か月齢未満…４回

２７日以上の間隔で、３回皮下に注射。

３回目の接種は１２か月齢未満に完了
初回免疫

３回目の接種から６０日以上の間隔

をおいて接種する（標準１２～１５か

月齢の間に行う）

追加免疫

接種開始が７か月齢以上１２か月齢未満…３回

２７日以上の間隔で２回皮下に注射初回免疫

２回目の接種後６０日以上の間隔で、

１２か月齢後、１回皮下に注射
追加免疫

接種開始が１２か月齢以上２４か月齢未満…２回

６０日以上の間隔で２回皮下に注射

接種開始が２４か月齢以上５歳未満…１回

１回皮下に注射

■ヒブワクチン接種回数・方法

■小児用肺炎球菌ワクチン接種回数・方法

【
肺
炎
球
菌
】

□
感
染
経
路
　
咳
や
く
し
ゃ

み
な
ど
の
飛
沫
感
染

□
感
染
す
る
と
　
抵
抗
力
の

低
下
な
ど
で
一
部
の
乳
幼

児
に
発
症
。
細
菌
性
髄
膜

炎
・
菌
血
症
・
肺
炎
・
副

鼻
腔
炎
・
中
耳
炎
と
い
っ

た
病
気
を
起
こ
す
。
特
に

肺
炎
球
菌
性
髄
膜
炎
は
、

２
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
は

特
に
リ
ス
ク
が
高
く
、
死

亡
例
も
あ
り
、
後
遺
症
を

残
す
可
能
性
が
あ
る

任意の予防接種

対象者は無料で受けられます

接
種
対
象
・
回
数
・

方
法
な
ど

ワ
ク
チ
ン
の

予
防
効
果
と
副
反
応

ワ
ク
チ
ン
の

予
防
効
果
と
副
反
応

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

２
つ
の
タ
イ
プ
の
発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
を
防
ぎ
ま
す

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

乳
幼
児
に
多
く
発
症
す
る
重
い
感
染
症
を
予
防
し
ま
す

接
種
対
象
・
回
数
・

方
法
な
ど
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月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
開

１２
催
さ
れ
た
「
第
６
回
町
議
会
定

例
会
」
で
は
、
第
五
次
大
泉
町

総
合
計
画
基
本
構
想
や
平
成
　２２

年
度
大
泉
町
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

【
審
議
さ
れ
た
議
案
な
ど
】

□
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に

つ
い
て

□
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

□
第
五
次
大
泉
町
総
合
計
画
基

本
構
想
に
つ
い
て

□
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
大
泉
町
北
児
童
館
及
び

大
泉
町
東
児
童
館
）

□
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
大
泉
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

□
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
大
泉
町
い
ず
み
の
 杜
 ）

も
り

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
一
般
会

２２

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

つ
い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
国
民
健

２２

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
介
護
保

２２

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
下
水
道

２２

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
水
道
事

２２

業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

□
議
員
派
遣
に
つ
い
て

□
子
宮
 頸
 が
ん
を
予
防
す
る
ワ

け
い

ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
及

び
検
診
受
診
率
向
上
対
策
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書

□
全
額
国
庫
負
担
の
「
最
低
保

障
年
金
制
度
」
創
設
を
政
府

に
求
め
る
請
願
書
（
継
続
審

査
申
出
）

□
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
国

負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復

元
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
に
関
す
る
請
願
書

（
継
続
審
査
申
出
）

□
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
に

つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
庶

務
係
へ
。

第
６
回
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

議
会
事
務
局
　
　
内
線
４
１
2

　
こ
の
制
度
は
、
選
挙
人
で
、

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

の
投
票
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙

法
で
特
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る

郵
便
な
ど
に
よ
り
不
在
者
投
票

が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、

投
票
所
で
の
投
票
や
町
役
場
内

で
行
わ
れ
て
い
る
期
日
前
投
票

で
は
な
く
、
自
宅
な
ど
で
不
在

者
投
票
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

□
こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
人

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
で
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

よ
り
郵
便
等
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
た
人

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
４
条

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

町
選
挙
管
理
委
員
会
　
内
線
２
２
２

バ
ナ
ー
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
自
主
財
源
を
確

保
す
る
た
め
、「
大
泉
町
有
料

広
告
掲
載
要
綱
」
を
定
め
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

□
広
告
の
掲
載
位
置
　
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

画
面
で
町
が
指
定
し
た
位

置
□
掲
載
の
範
囲
　
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
公
共
性
お
よ
び

品
位
を
損
な
う
お
そ
れ
が

な
い
も
の

□
広
告
の
規
格
（
１
枠
）

・
画
像
の
大
き
さ
…
横
１
５

０
ピ
ク
セ
ル
×
縦
　
ピ
ク

５０

セ
ル

・
画
像
の
容
量
…
　
キ
ロ
バ

１０

イ
ト
以
内

・
画
像
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
…

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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平成２２年度
予算の補正を行いました

　平成２２年度大泉町一般会計補正予算

第４号では、歳入歳出予算の総額に４２６

万７，０００円を減額し、予算総額は１２２億

８，７２５万４，０００円となりました。

【歳入の主なもの】

・障害者自立支援医療費等負担金（国・

県）　　　　　　　　　   ４，９５９，０００円

・福祉医療費補助金（県）　７，４９８，０００円

・新型インフルエンザワクチン実費負担

軽減事業費補助金（県）　２，６６２，０００円

・西小泉商店街ＬＥＤ型街路灯改修事業

補助金（県）　　　　　 　１，６６８，０００円

・財政調整基金繰入金　

△２７，０００，０００円

【歳出の主なもの】

・福祉医療費扶助　　   　１５，９３７，０００円

・新型インフルエンザワクチン実費負担

軽減事業　　　　　　　 ５，６２０，０００円

・住宅用太陽光発電システム設置整備事

業費補助金　　　　　 　５，６９７，０００円

・障害者自立支援事業　更生医療費扶助

６，６１４，０００円

・町公民館施設改修工事費

４，５１５，０００円

・西小泉商店街ＬＥＤ型街路灯改修事業

費補助金　　　　　　　 ３，３３６，０００円

・農業総合振興推進協議会補助金

３，４５４，０００円

・職員人件費  　　　　△７９，１１３，０００円

※詳しくは、財政課財政係（内線３０９）へ。

に
規
定
す
る
身
体
障
害
者

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
次

の
と
お
り
記
載
さ
れ
て
い
る

人
、
ま
た
は
身
体
障
害
者
福

祉
法
施
行
令
第
９
条
第
１
項

に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手

帳
交
付
台
帳
を
備
え
る
都
道

府
県
な
ど
の
長
が
次
の
障
害

の
程
度
に
該
当
す
る
こ
と
を

書
面
に
よ
り
証
明
し
た
人

・
両
下
肢
若
し
く
は
体
幹
の
障

害
若
し
く
は
移
動
機
能
の
障

害
に
あ
っ
て
は
、
１
級
若
し

く
は
２
級

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
若
し
く
は
直
腸
若

し
く
は
小
腸
の
障
害
に
あ
っ

て
は
、
１
級
若
し
く
は
３
級

・
免
疫
若
し
く
は
肝
臓
の
障
害

に
あ
っ
て
は
、
１
級
か
ら
３
級

②
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
第
２

条
第
１
項
に
規
定
す
る
戦
傷

病
者
で
、
戦
傷
病
者
手
帳
に

次
の
と
お
り
記
載
さ
れ
て
い

る
人
、
ま
た
は
戦
傷
病
者
特

別
援
護
法
施
行
令
第
５
条
に

規
定
す
る
戦
傷
病
者
手
帳
交

付
台
帳
を
備
え
る
都
道
府
県

知
事
が
次
の
障
害
の
程
度
に

該
当
す
る
こ
と
を
書
面
に
よ

り
証
明
し
た
人

・
両
下
肢
若
し
く
は
体
幹
の
障

害
に
あ
っ
て
は
、
恩
給
法
別

表
第
１
号
表
ノ
２
の
特
別
項

症
か
ら
第
２
項
症

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
若
し
く
は
直
腸
、

小
腸
若
し
く
は
肝
臓
の
障
害

に
あ
っ
て
は
、
恩
給
法
別
表

第
１
号
表
ノ
２
の
特
別
項
症

か
ら
第
３
項
症

③
介
護
保
険
法
第
７
条
第
３
項

に
規
定
す
る
要
介
護
者
で
、
介

護
保
険
法
第
　
条
第
３
項
の

１２

被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態

区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る
者

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人

【
郵
便
等
投
票
証
明
書
】

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
に
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交

付
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
証

明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
申
請
者
の
障
害
な
ど
の
程
度

に
よ
り
、
代
理
記
載
人
の
代
筆

に
よ
る
、
郵
便
な
ど
に
よ
る
不

在
者
投
票
に
お
け
る
代
理
記
載

制
度
も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
。

　町では、ＩＳＯを取得した中小企業者

に補助金を交付しています。

　今回の改正により、対象事業が９０００シ

リーズ・１４０００シリーズ各１回ずつ交付を

受けることができるようになりました。

　なお、補助金の交付を受けようとする

中小企業者については、事前に交付計画

書の提出が必要です。

※詳しくは、商工課（内線１３８）へ。

ＩＳＯ認証取得補助金
交付要綱が改正されました

Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

形
式

・
画
像
の
状
態
…
静
止
画

・
掲
載
期
間
…
１
か
月
を
単

位
と
し
、
連
続
　
か
月
を

１２

上
限
と
す
る

□
募
集
枠
数
　
８
枠

□
申
込
方
法
　
「
大
泉
町
有

料
広
告
掲
載
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

広
報
情
報
課
へ
直
接
、
ま

た
は
郵
送
す
る

□
費
用
（
１
枠
）

・
１
か
月
…
６
０
０
０
円

・
６
か
月
…
３
万
円
（
１
か

月
分
割
引
）

・
　
か
月
…
６
万
円
（
２
か

１２月
分
割
引
）

※
詳
し
く
は
、
広
報
情
報
課

（
内
線
２
１
４
）
へ
。
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町
内
に
居
住
す
る
人
で
、
保

護
者
の
傷
病
、
出
産
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
の
理
由
で
お
子
さ
ん
を

保
育
で
き
な
い
時
や
、
育
児
に

伴
う
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
を

解
消
し
た
い
時
に
、
保
育
園
で

お
子
さ
ん
を
一
時
的
に
お
預
か

り
し
ま
す
。

□
実
施
保
育
園

・
み
よ
し
保
育
園
（
吉
田
９
５

６
）、
坂
田
保
育
園
（
坂
田
８

５
０
の
１
）、エ
ン
ゼ
ル
保
育

園
（
下
小
泉
４
１
０
）

□
保
育
日
時

・
月
～
金
曜
日
…
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分
（
全
園

３０

共
通
）

・
土
曜
日
…
午
前
８
時
　
分
～

３０

午
後
０
時
　
分
（
み
よ
し
保

３０

育
園
・
エ
ン
ゼ
ル
保
育
園
）、

午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

（
坂
田
保
育
園
）

□
申
込
方
法
　
所
定
の
緊
急
一

時
保
育
事
業
利
用
申
込
書

（
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
に
記
入
し
、
子
育
て
支

援
課
へ
提
出
す
る

□
費
用
（
１
日
）

・
３
歳
以
上
児
…
１
０
０
０
円

・
３
歳
未
満
児
…
２
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課
へ
。

お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す
　

緊
急
一
時
保
育

子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

【
平
成
　
年
度
親
子
教
室
】

２３

□
活
動
日
　
毎
週
水
曜
日
、
ま

た
は
金
曜
日
　
午
前
９
時
　３０

分
～
　
時
　
分

１１

３０

□
内
容
　
絵
本
や
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ
、
集
団
遊
び
、
歌

と
リ
ズ
ム
遊
び
、
ク
ラ
フ
ト

遊
び
、
研
修
会
な
ど

□
対
象
　
町
内
在
住
で
、
平
成

　
年
４
月
２
日
～
平
成
　
年

２０

２２

４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
と

そ
の
親

□
定
員
　
各
児
童
館
と
も
水
曜

日
　
組
・
金
曜
日
　
組
（
定

２２

２２

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

□
申
込
期
間
　
２
月
１
日
昇
～

　
日
松
　
午
前
９
時
～
午
後

１２５
時

【
平
成
　
年
度
母
親
ク
ラ
ブ
】

２３

□
活
動
日
　
平
日
の
午
前
中

（
１
か
月
に
１
・
２
回
）

□
内
容
　
地
域
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
部
活
動
（
手

芸
・
料
理
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ほ
か
）

□
対
象
　
町
内
在
住
の
母
親
と

親
子
教
室
に
参
加
す
る
母
親

□
費
用
　
年
額
１
２
０
０
円

（
部
活
動
に
加
入
の
場
合
は
、

別
に
部
会
費
を
徴
収
）

【
共
通
事
項
】

□
申
込
方
法
　
各
児
童
館
へ
直

接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
各
児
童
館
へ
。

・
東
児
童
館

緯
　
・
０
１
３
３

６２

・
西
児
童
館

緯
　
・
４
６
８
９

６２

・
南
児
童
館

緯
　
・
１
７
２
１

６３

・
北
児
童
館

緯
　
・
３
８
２
０

６３

参
加
者
募
集
　

親
子
教
室
・
母
親
ク
ラ
ブ

青
少
年

健
全
育
成
講
演
会

各
児
童
館

　
今
日
の
青
少
年
を
取
り
巻

く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応

し
、
　

世
紀
を
担
う
青
少
年

２１

を
健
全
に
育
て
て
い
く
た

め
、
子
育
て
に
お
け
る
家
庭

や
地
域
の
役
割
に
つ
い
て
考

え
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
２
月
　
日
昇
　
午

１５

後
７
時
～

□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル

（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　「
心
の
つ
な
が
り

を
求
め
て
」
～
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
変
わ
る
子

ど
も
と
の
関
係
～

□
講
師
　
瀬
川
文
子
さ
ん

（
親
業
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
・
Ｃ
Ａ
Ｐ
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
）　

□
対
象
　
青
少
年
健
全
育
成

団
体
な
ど
関
係
者
お
よ
び

一
般
の
聴
講
希
望
者

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な

３０

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課

へ
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
　
・
７
９
２
８
）
で
申
し

６３
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課

（
内
線
３
０
５
）
へ
。
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□
日
時
　
２
月
６
日
掌
　
午

後
１
時
　
分
～

３０

□
場
所
　
図
書
館
１
階
視
聴

覚
ホ
ー
ル
（
中
央
３
の
　１１

の
　
）
２１

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す

□
内
容
　
絵
本
・
紙
芝
居
の

読
み
聞
か
せ
な
ど

□
費
用
　
無
料

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
図
書
館
（
緯
　
・
６３

６
３
９
９
）
へ
。

　
町
の
小
学
校
で
は
、
４
月
に

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
の
保

護
者
を
対
象
に
、
入
学
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
該
当
者
に
は
入
学
通
知
書
と

い
っ
し
ょ
に
説
明
会
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
。

□
期
日
・
受
付
時
間
な
ど
　
下

表
の
と
お
り

□
対
象
　
平
成
　
年
度
町
立
小

２３

学
校
新
入
学
児
童
の
保
護
者

※
病
気
や
そ
の
他
の
事
情
で
出

席
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
、
不

明
な
点
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

へ
直
接
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
学
用
品
な
ど
を
購
入
す

る
場
合
は
、
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
学
校
教
育
課
へ
。

新
入
学
児
童
保
護
者
説
明
会

学
校
教
育
課
　
　
内
線
３
０
３

日　時

２月９日昌
南小学校
緯６２・２２２７

午後０時４０分～１時４０分学用品販売

午後１時３０分～１時５０分受付

午後２時～説明会

２月９日昌
西小学校
緯６２・３５３７

午後１時～１時３０分学用品販売

午後１時３０分～２時受付

午後２時～説明会

２月１６日昌
北小学校
緯６２・２０１４

午前９時３０分～９時５０分受付

午前１０時～１１時５０分説明会

説明会終了後学用品販売

２月１７日昭
東小学校
緯６３・２９７１

午後１時～１時３０分学用品販売

午後１時３０分～２時受付

午後２時～説明会

　老朽化した校舎

を解体し、安全で

快適な教育環境を

作るため、新校舎

を建築していま

す。着工に先立ち、

工事の安全を祈願

して安全祈願祭が

行われました。新

校舎は１２月に完

成する予定です。

　既に旧校舎は解体され、生徒の皆さんは

仮設校舎で授業を行っています。

　新校舎は、鉄筋コンクリート３階建で新耐

震基準に適応することはもとより、正門から

直接、校庭に抜けられる特徴的な「ピロティ」

をはじめ、太陽光発電の導入など、利便性と

環境に配慮した校舎となっています。

　工事に伴い、学校近隣の皆さんには、工

事車両の出入りなどでご迷惑をおかけする

こともあるかもしれませんが、よろしくご

協力をお願いします。

※詳しくは、庶務課（内線３０１）へ。

　町立保育園では、臨時職員を募集します。

□資格　保育士資格のある人

□募集人員　若干人

□勤務時間　午前８時３０分～午後５時１５分

※詳しくは、子育て支援課（緯５５・２６３１）へ。

町立保育園の

臨時職員を募集します

南中学校校舎
　　改築工事を

行っています

■日程一覧

■完成予想図

子
ど
もお

楽
し
み
会

昨年１２月に行われた

安全祈願祭の様子
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平
成
　
年
第
６
回
定
例
会
を
　
月
７
日
昇
か
ら
９

２２

１２

日
昭
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
子
宮
 頸
 が
ん
を
予

け
い

防
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
及
び
検
診
受
診

率
向
上
対
策
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」
１
件
、
第

五
次
大
泉
町
総
合
計
画
基
本
構
想
や
い
ず
み
の
 杜
 を

も
り

含
む
３
件
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
平
成
　
年
度
の

２２

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
９
件
を
、
す
べ
て
原

案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
請
願
２
件
に
つ
い
て
は
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
ま
ち

づ
く
り
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
、
会
議
録
（
大
泉
町
図
書
館
）、

ま
た
は
大
泉
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 　

月
定
例
会

１２

で
き
る
こ
と
か
ら
、

次
の
内
容
に
つ
い

て
、
国
の
関
係
機
関

に
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

□
意
見
書
の
内
容

①
国
に
よ
る
全
国
一

律
の
公
費
負
担
、

あ
る
い
は
公
的
医

療
保
険
制
度
の
適

用
に
よ
り
、
被
接

種
者
の
費
用
負
担

の
軽
減
措
置
を
講

じ
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
普
及

を
図
る
こ
と
。
全

額
公
費
負
担
に
よ

る
　
代
前
半
（
　
歳
～
　
歳
）

１０

１１

１４

の
女
児
へ
の
無
料
接
種
を
早

期
に
実
現
す
る
こ
と

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
促
進
し
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
率

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
政
府

と
し
て
積
極
的
な
広
報
活
動

を
し
て
普
及
啓
発
に
努
め
る

こ
と

□
意
見
書
の
提
出
先

　
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・

内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生
労
働

大
臣

議
員
発
議

　
女
性
特
有
の
が
ん
で
あ
る
子

宮
頸
が
ん
に
よ
り
、
日
本
で
は

毎
年
約
１
万
５
０
０
０
人
が
発

症
し
、
約
３
４
０
０
人
が
死
亡

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
子
宮
頸
が
ん
の
発
生

は
、
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
高
い
抑
制
効
果
が
期
待

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
」
を

国
へ
意
見
書

厳しい寒さの中、元気に咲く 蠟 梅
ろう

【
一
口
メ
モ
】

　「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」と

は
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防

に
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
の
こ

と
で
す
。

　
な
お
本
町
で
は
、
２
月

よ
り
国
　
％
、
町
　
％
の

５０

５０

補
助
に
よ
り
、
対
象
者
は

無
料
で
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
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地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
悪

化
の
主
因
と
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）を
発
生
さ
せ
な

い
大
規
模
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、
現
在
、
普
及
が

期
待
さ
れ
て
い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ

（
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
）が
あ

り
ま
す
。
本
町
の
庁
舎
や
公
共

施
設
関
係
な
ど
に

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
を
推
進
し
、
ま

た
、
設
置
場
所
に

は
、
遊
休
地
、
公

共
用
地
他
、
利
用

で
き
る
土
地
な
ど

を
活
用
す
る
な

ど
、
先
進
都
市
を

目
指
し
た
メ
ガ

ソ
ー
ラ
の
取
り
組

み
の
検
討
を
提
案

し
ま
す
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
が

実
現
さ
れ
る
と
多

く
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
削
減
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
既
に
、
全
国
規
模
で
実
証

試
験
や
建
設
に
む
け
た
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

先
進
地
の
実
証
試
験
結
果
や
稼

働
状
況
な
ど
と
併
せ
、
敷
地
面

積
、
日
照
時
間
や
投
資
額
な
ど

調
査
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

ＱＱ
　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
の
導
入
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

Ａ
　
先
進
地
の
取
り
組
み
を
参
考
に
調
査
研
究
し
ま
す

議会

だより

町
長 

青
木　

満
議
員

ソーラシステムを導入した町施設

①
町
内
企
業
の
動
向

に
つ
い
て
、
Ｓ
社

と
Ｐ
社
へ
の
訪

問
・
要
請
の
内
容

は
②
町
の
「
産
業
立
地

奨
励
制
度
」
の
成

果
は

③
農
業
を
守
る
立
場

か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
）
の

見
解
は

④「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
」（
創

設
）
の
考
え
は

⑤
元
気
な
町
と
観
光
化
を
目
指

し
て
い
る
「
グ
ル
メ
横
丁
」

の
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
の
支
援

策
は

①
Ｓ
社
へ
は
本
町
の
製
作
所
を

生
産
拠
点
と
し
社
員
の
雇
用

拡
大
を
、
Ｐ
社
へ
は
Ｓ
社
工

場
の
生
産
活
性
化
や
雇
用
の

確
保
と
町
内
中
小
企
業
の
活

用
を
お
願
い
し
ま
し
た

②
実
績
は
出
て
い
な
い
が
今
後

も
「
制
度
」
の
延
長
と
内
容

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す

③「
全
国
町
村
長
大
会
」で
参
加

反
対
の
決
議
が
さ
れ
ま
し
た

④
建
設
業
者
の
支
援
と
町
民
の

住
環
境
の
向
上
に
な
る
の
で

今
後
検
討
し
ま
す

⑤
屋
外
ス
テ
ー
ジ
の
実
現
化
を

考
え
て
い
ま
す

ＱＱ
　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
の
地
域
経
済
の
活
性
化
対
策
は

Ａ
　
実
現
化
に
向
け
て
積
極
的
に
検
討
し
ま
す

「活きな世界のグルメ横丁」支援で元気な町を

渡
邉　

明
議
員

町
長

一般質問
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町
の
行
革
大
綱

に
、
町
立
保
育
園
３

園
の
民
間
委
託
計
画

が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
　
年
小
泉

１６

内
閣
の
三
位
一
体
改

革
に
よ
り
、
国
庫
負

担
金
が
一
般
財
源
化

さ
れ
、
さ
ら
に
平
成

　
年
に
延
長
保
育
補

１７助
金
、
平
成
　
年
に

１８

施
設
整
備
費
が
一
般

財
源
化
さ
れ
て
、
公

立
保
育
園
の
運
営
に

必
要
な
財
源
負
担

は
、
町
が
負
う
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

観
点
か
ら
も
、
民
間
委
託
計
画

は
、
廃
止
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
町
長
の
答
弁
を

求
め
ま
す
。

　
第
４
次
行
革
大
綱
の
実
施
計

画
の
中
に
、
町
立
保
育
園
を
民

間
委
託
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す

が
、
現
在
委
託
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
向
性

が
良
い
か
、
引
き
続
き
調
査
研

究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

臨
時
保
育
士
が
多
い
と
の
指
摘

で
す
が
、
正
規
保
育
士
に
つ
い

て
は
、
計
画
的
に
採
用
し
て
い

き
ま
す
。

ＱＱ
　
町
立
保
育
園
の
民
間
委
託
計
画
の
廃
止
を

Ａ
　
引
き
続
き
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す

金
子
光
国
議
員

公立保育園事業の継続を

　
大
泉
町
活
性
化
の
一
つ
の
手

立
て
と
し
て
、
国
内
姉
妹
都
市

の
提
携
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
３
月
に
北
関
東
自
動
車
道

が
全
線
開
通
す
る
の
を
機
に
、

商
工
業
・
文
化
・
教
育
面
な
ど
、

多
角
的
な
互
恵
関

係
が
期
待
で
き
、

大
泉
町
と
歴
史
的

に
深
い
つ
な
が
り

の
あ
る
栃
木
県
小

山
市
、
茨
城
県
結

城
市
は
、
姉
妹
都

市
提
携
の
有
力
な

候
補
地
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
は
ど

う
考
え
ま
す
か
。

　
太
田
市
で
は
愛

媛
県
今
治
市
と
、

旧
尾
島
町
で
も
青

森
県
弘
前
市
と
、

歴
史
的
背
景
を
基

と
し
て
姉
妹
都
市

を
提
携
し
て
い
ま

す
。
大
泉
町
で
も
、
活
性
化
の

た
め
の
手
法
と
し
て
、
歴
史
・

文
化
を
大
切
に
し
、
歴
史
的
つ

な
が
り
の
あ
る
姉
妹
都
市
を
提

携
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

ＱＱ
　
北
関
東
に
姉
妹
都
市
を
提
携
す
る
考
え
は

Ａ
　
大
泉
町
活
性
化
の
手
法
と
し
て
検
討
し
ま
す

結城市の歴史的街並みと着物まつり

田
邉
信
雄
議
員

町
長

町
長 

一般質問
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だより

会議

　
本
町
町
民
の
主
要
死
因
は
、

昨
年
２
７
４
人
の
う
ち供
が
ん
僑

で
亡
く
な
ら
れ
た
人
が
　
人
、

８６

　
％
と
第
１
位
を
占
め
て
い
ま

３１す
。
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
低

迷
が
続
き
、
さ
ら
に
、
検
診
で

は
見
つ
か
ら
な
い
肝
臓
や
す
い

臓
が
ん
な
ど
、
そ
の
他
の
が
ん

も
年
々
増
加
し
、
そ
の
死

亡
率
は
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
　
救
え
る
は
ず
の
町
民
の

命
と
健
康
を
守
る
仕
組
み

づ
く
り
や
体
制
の
整
備

は
、
行
政
と
し
て
重
要
な

役
割
で
す
。
が
ん
の
予
防

と
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
推
進
を
図
る
た
め
、
検

診
費
用
の
軽
減
や
そ
の
他

の
が
ん
対
策
と
、
町
民
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
条

例
制
定
に
つ
い
て
町
長
は

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
検
診
費
用
の
軽
減
は
、

が
ん
検
診
以
外
の
健
診
一
部
負

担
金
の
見
直
し
と
合
わ
せ
て
検

討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
が
ん
対
策

や
条
例
制
定
は
、
町
民
の
健
康

で
幸
福
な
生
活
に
向
け
、
今
後

調
査
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ＱＱ
　
が
ん
対
策
で
町
民
の
命
と
健
康
の
保
持
を

Ａ
　
健
康
で
幸
福
な
生
活
の
た
め
、
調
査
研
究
し
ま
す

津
久
井
明
人
議
員

定期的に実施されているがん検診

　
本
町
の
在
宅
寝

た
き
り
高
齢
者
介

護
慰
労
金
事
業
に

つ
い
て
は
、
在
宅

で
寝
た
き
り
の
高

齢
者
な
ど
を
介
護

す
る
人
の
労
を
ね

ぎ
ら
う
と
と
も

に
、
高
齢
者
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の

　
年
間
支
給
額
は

１０同
じ
で
す
。
在
宅

で
家
族
の
介
護
を

し
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
も
う
少

し
町
と
し
て
も
温
か
い
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
て
増
額
し
て
ほ

し
い
と
考
え
ま
す
。
町
長
は
ど

の
よ
う
な
見
解
な
の
か
質
問
し

ま
す
。

　
住
民
税
の
非
課
税
世
帯
は
年

間
　
万
円
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て

１０
は
８
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
財
政
状
況
が
非
常
に
切
迫
し

て
い
る
中
で
す
の
で
、
微
増
程

度
な
ら
可
能
と
思
い
ま
す
が
、

他
町
へ
の
影
響
に
も
配
慮
し
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
新
年
度
の
中
で
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

ＱＱ
　
在
宅
介
護
慰
労
金
の
増
額
は

Ａ
　
他
町
へ
の
影
響
に
も
配
慮
し
検
討
し
ま
す

在宅介護者にもっと支援を

久
保
田
一
郎
議
員

町
長

町
長 

一般質問
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急
変
す
る
厳
し
い

経
済
的
・
社
会
的
環

境
は
、
中
小
企
業
に

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す

が
、
先
日
、
大
泉
町

も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
が
自

主
的
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
自
助

努
力
の
機
運
や
、
行

政
側
の
中
小
企
業
支

援
政
策
の
役
割
が
高

ま
っ
て
い
る
中
で
、

本
町
に
お
け
る
中
小

企
業
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
時
機
に
き
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
、
経
済
的
・
社
会

的
変
化
な
ど
か
ら
生
じ
る
中
小

企
業
の
課
題
や
支
援
ニ
ー
ズ
の

把
握
な
ど
、
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
き
ま
す
か
。

　
今
後
も
積
極
的
に
経
営
ト
ッ

プ
と
情
報
交
換
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
県
・
関
係
機
関
と

も
連
携
し
て
情
報
収
集
に
努
め

ま
す
。

　
工
業
の
町
と
し
て
の
本
町
の

現
状
を
考
え
る
と
、
工
業
振
興

を
図
る
セ
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
て

い
く
時
期
と
も
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、組
織
全
体
の
中
で
、

中
小
企
業
支
援
を
強
化
す
る
立

場
か
ら
、
積
極
的
に
組
織
強
化

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

１
行
財
政
改
革

敢
特
区
、
地
域
再
生
、ま
ち
づ
く

り
交
付
金
な
ど
の
歳
入
確
保

柑
公
共
施
設
の
業
務
委
託
に
つ

い
て
の
調
査
研
究

桓
広
域
行
政
の
枠
組
み
の
調
査

研
究

２
交
通
環
境
整
備

敢
公
共
交
通
機
関
の
充
実

柑
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
へ
の

補
助

３
防
犯
、
防
災
、
消
防
体
制

の
充
実

敢
自
主
防
災
組
織
の
全
行
政

区
へ
の
設
立

柑
広
報
、
防
災
、
防
犯
無
線

放
送
シ
ス
テ
ム
の
早
期
構

築
桓
消
防
団
員
の
確
保
と
待
遇

改
善

４
官
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

敢
外
国
人
と
の
共
生
促
進

柑
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
体
制

整
備

５
職
場
環
境
の
充
実

敢
職
員
の
先
進
地
視
察
な
ど
、

積
極
的
な
取
り
組
み

柑
人
事
評
価
制
度
の
見
直
し

６
議
会
の
環
境
整
備

敢
本
会
議
場
の
音
響
設
備
の
充
実

柑
全
協
室
の
音
響
設
備
の
検
討

ＱＱ
　
中
小
企
業
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
時
機
で
は

Ａ
　
積
極
的
に
組
織
強
化
を
検
討
し
ま
す

河
田
敏
勝
議
員

町
長

期待される中小企業支援体制の強化

大泉町多文化共生コミュニティセンター視察

　
議
会
は
、
平
成
　
年
度
予
算
要
望
を
各
常
任
委

２３

員
会
で
調
査
・
検
討
し
、　

月
　
日
に
町
長
に
提

１１

１５

出
し
ま
し
た
。

　
紙
面
の
都
合
で
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
　
年
度
予
算
要
望

２３

総
務
・
企
画

一般質問

他
　
件
14
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【
継
続
（
２
件
）】

□
全
額
国
庫
負
担
の
「
最
低
保

障
年
金
制
度
」
創
設
を
政
府

に
求
め
る
請
願
書

□
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
国

負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復

元
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
に
関
す
る
請
願
書

・
理
由
…
引
き
続
き
調
査
・
研

究
を
要
す
る

だより

会議

３
月
定
例
会

□
日
時
　
３
月
２
日
昌
　

午
前
　
時
～
（
予
定
）

１０

※
皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
気
軽
に
傍
聴
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
議
会
事

務
局
へ
。

■
議
会
だ
よ
り
文
責

議
長
　
引
間
サ
チ
子

【
編
集
委
員
】

委
  員
  長
　
渡
邉
　
明

副
委
員
長
　
淺
野
正
己

委
員
　
田
邉
信
雄

委
員
　
山
口
　
将

１
健
康
づ
く
り

敢
が
ん
撲
滅
対
策
推
進
条
例
の

制
定
と
各
種
が
ん
対
策
の
充

実
柑
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
公

的
助
成
の
実
施
と
定
期
接
種

化
の
推
進

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

・
子
宮
 頸
 が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

け
い

２
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策

敢
第
三
子
以
降
の
助
成
制
度
の

創
設
と
乳
幼
児
検
診
の
拡
大

柑
学
童
保
育
の
４
年

生
以
上
へ
の
拡
大

（
受
益
者
負
担
）

３
高
齢
者
支
援
対
策

敢
介
護
予
防
対
策
の

充
実
と
訪
問
介
護

の
普
及

柑
敬
老
祝
い
金
は
、

高
齢
者
安
否
確
認

の
意
味
も
含
め
一

定
年
齢
か
ら
毎
年

支
給
す
る
よ
う
見

直
し

４
障
が
い
者
自
立
支

援
対
策

敢
授
産
製
品
の
Ｐ
Ｒ

と
拡
販
へ
の
支
援

の
推
進

柑
就
労
対
策
の
強
化
（
就
労
場

所
の
確
保
・
拡
大
）

５
学
校
教
育

敢
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の
強

化
柑
特
別
支
援
教
育
担
当
補
助
教

員
の
増
員

６
地
域
文
化
の
振
興

敢
文
化
財
的
価
値
の
高
い
民
家

な
ど
の
町
指
定
重
要
文
化
財

指
定

柑
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事

業
の
早
期
実
施

１
住
民
窓
口
業
務

の
サ
ー
ビ
ス
改

善
敢
行
政
相
談
・
苦

情
事
案
へ
の
適

切
な
対
応

２
環
境
保
全
と
環

境
衛
生
の
整
備

敢
不
法
投
棄
防
止

の
た
め
に
衛
生

委
員
に
対
す
る

権
限
強
化

柑
河
川
の
水
質
浄

化
や
騒
音
・
大

気
汚
染
対
策
な

ど
、
町
民
が
安

心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
保
全

３
産
業
振
興
と
観
光
振
興

敢
群
馬
Ｄ
Ｃ
に
向
け
た
大
泉
町

観
光
協
会
や
商
工
会
と
の
連

携
強
化

柑
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進

し
、
産
業
の
活
性
化
に
よ
る

新
た
な
雇
用
の
確
保

４
生
活
圏
道
路
の
整
備
お
よ
び

側
溝
の
新
設
改
修

敢
町
民
要
望
の
多
い
箇
所
や
緊

急
度
の
高
い
道
路
整
備
・
側

溝
整
備
の
積
極
的
な
推
進

柑
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
道
路
冠

水
箇
所
の
改
修

５
都
市
計
画
事
業
の
促
進
と
公

園
管
理

敢
安
全
安
心
な
公
園
管
理

柑
西
小
泉
駅
周
辺
再
開
発
の
調

査
研
究

６
公
共
上
下
水
道
の
整
備

敢
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給

と
、
水
道
料
金
の
値
下
げ
に

向
け
た
改
善

柑
下
水
道
整
備
の
計
画
的
推
進

と
、
未
整
備
地
域
の
認
可
区

域
の
見
直
し

大泉町保健福祉総合センター視察

請
願

西邑楽水質浄化センター視察

都
市
・
環
境

福
祉
・
文
教

他
　
件
26

他
　
件
22
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日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
が
納
め
忘
れ
と
な
っ
て

い
る
人
に
対
す
る「
電
話
や
文
書
、

戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
や
保

険
料
の
収
納
業
務
」
に
つ
い
て
、

民
間
委
託
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、「
競
争
の
導
入
に
よ
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
い
て
、
従
来
官
公

庁
が
行
っ
て
き
た
事
業
に
民
間
事

業
者
が
参
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
用
さ

れ
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
「
市
場
化

テ
ス
ト
事
業
」
と
し
て
導
入
さ
れ

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
当
地
域
に

お
け
る
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
者
に
は
、

個
人
情
報
保
護
法
の
管
理
を
徹
底

し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

□
受
託
事
業
者
（
平
成
　
年
　
月

２２

１０

１
日
現
在
）

・
事
業
者
名
　
㈱
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ

ト

・
電
話
番
号
　
緯
０
１
２
０
・
９

５
７
・
５
０
５

※
民
間
委
託
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.nenkin.g

o.jp/

）

で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し

く
は
、
太
田
年
金
事
務
所
国
民
年

金
課
へ
。

　
軽
油
に
課
さ
れ
る
軽
油
引
取
税

は
、
農
業
に
使
用
す
る
場
合
で
、

一
定
の
手
続
き
を
行
う
と
課
税
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

□
申
請
期
間
　
２
月
１
日
　
～
　

（火）

１８

日
　（金）

□
申
請
場
所
   県
東
部
県
税
事
務

所
（
太
田
市
西
本
町
　
の
　
）

６０

２７

□
対
象
　
農
業
を
営
む
人
が
使
用

す
る
農
業
用
の
機
械
で
、
ほ
場

な
ど
で
農
作
業
を
行
う
た
め
に

使
用
す
る
軽
油

□
手
続
方
法

①
あ
ら
か
じ
め
県
知
事
に
「
免
税

軽
油
使
用
者
証
」
と
「
免
税
証
」

の
交
付
申
請
を
行
う
（
申
請
に

は
「
耕
作
証
明
書
」
や
申
請
機

械
の
確
認
書
類
な
ど
の
添
付
が

必
要
）

②「
免
税
証
」
の
交
付
を
受
け
、
給

油
の
際
に
軽
油
販
売
業
者
に

「
免
税
証
」
を
提
出
し
、
免
税
軽

油
を
購
入
・
使
用
す
る

③
使
用
後
、
数
量
な
ど
を
報
告
す

る
※
詳
し
く
は
、
県
東
部
県
税
事
務

所
（
緯
　
・
３
２
６
１
）、
ま
た
は

３１

東
部
農
業
事
務
所
へ
。

□日時・内容　２月３日昭

・午前１１時～…輪投げ

・午後６時～…カラーボールを

使った豆まき

□場所　北部公民館（北小泉３

－１４－８）

※甘酒の無料配布があります。

また、お子さんにはお菓子のプ

レゼントがあります。詳しくは、

須永寛司さん（緯６３・１４７９）へ。

運
動
習
慣
の
定
着
へ

　
町
で
は
、
運
動
習
慣
の
定

着
に
向
け
た
「
毎
月
１
日
運

動
の
日
」
を
開
催
し
ま
す
。

２
月
は
ス
テ
ッ
プ（
踏
み
台
）

運
動
、
３
月
は
ダ
ン
ベ
ル
体

操
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
脂

肪
が
た
ま
り
や
す
い
季
節
に

気
持
ち
の
よ
い
汗
を
か
く
の

は
い
か
が
で
す
か
。

□
日
時
・
内
容
・
講
師
　
左

表
の
と
お
り

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー（
吉
田
２
４
６
５
）

□
対
象
　
町
内
在
住
の
人

□
定
員
　
各
日
　
人
（
定
員

２０

に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り

課
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む

□
持
参
す
る
物
　
運
動
の
で

き
る
服
装
・
上
履
き
用
の

運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み

物
（
水
分
補
給
の
た
め
）・

ダ
ン
ベ
ル
（
３
月
の
み
。

お
持
ち
で
な
い
人
に
は
貸

出
あ
り
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り

課
（
緯
　
・
２
１
２
１
）
へ
。

６２

太
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

緯
　
・
３
７
１
２

４９
国

民

年

金

保

険

料

収
納
業
務
の
民
間
委
託

東
部
農
業
事
務
所

緯
　
・
３
８
２
４

３１
農
業
に
使
用
す
る
軽
油
は

課
税
が
免
除
さ
れ
ま
す

北部商盛北部商盛会会
節分節分祭祭

毎
月
１
日

運
動
の
日
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少
額
訴
訟
手
続
は
、
少
額
の
金

銭
の
支
払
い
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

を
速
や
か
に
解
決
す
る
手
続
で

す
。
原
則
と
し
て
１
回
の
審
理
で

終
了
し
、
審
理
が
終
了
し
た
後
、

直
ち
に
判
決
の
言
渡
し
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
た
だ
し
、
審
理
を
１
回
で
終
え

る
た
め
に
は
、
口
頭
弁
論
の
期
日

の
前
に
自
分
の
主
張
を
整
理
し
、

こ
れ
に
対
応
す
る
証
拠
を
そ
ろ
え

る
な
ど
、
事
前
準
備
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
裁
判
所
の
窓
口
に
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
定
型
の
書
式
が
備
え
付
け
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
裁
判
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.courts.g

o.

jp/

）
か
ら
も
一
部
の
定
型
書
式
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
前
橋
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
へ
。

　
検
察
審
査
会
は
、
検
察
官
が
し

た
不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を
審

査
す
る
国
の
機
関
で
す
。

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を

も
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
く

じ
で
選
ば
れ
た
　
人
の
審
査
員
が

１１

こ
の
審
査
を
し
ま
す
。皆
さ
ん
も
、

審
査
員
に
選
ば
れ
た
時
に
は
、
国

民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
太
田
検
察
審
査
会

事
務
局
へ
。

　
平
成
　
年
度
の
県
の
最
低
賃
金

２２

は
平
成
　
年
　
月
９
日
に
改
正
発

２２

１０

効
し
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
は
平
成
　
年
　
月
　
日
に
改
正

２２

１２

２５

発
効
さ
れ
ま
し
た
。

□
県
最
低
賃
金
（
１
時
間
あ
た
り
）
…

６
８
８
円

□
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

（
１
時
間
あ
た
り
）

・
製
鋼
・
鉄
素
形
材
製
造
業
…
７

９
５
円

・
一
般
機
械
器
具
製
造
業
…
７
８

４
円

・
電
気
機
械
器
具
製
造
業
…
７
８

２
円

・
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
…
７

８
４
円

※
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
へ
。

□
願
書
受
付
期
間
　
２
月
　
日
２４

　
・
　
日
　
　
正
午
ま
で

（木）

２５

（金）

□
試
験
日
　
３
月
８
日
　（火）

□
試
験
場
所
　
県
立
館
林
高
等
学

校
（
館
林
市
富
士
原
町
１
２
４
１
）

□
試
験
内
容
　
学
力
検
査（
国
語
・

数
学
）、
作
文
、
面
接

※
詳
し
く
は
、
県
立
館
林
高
等
学

校
へ
。

県
立
館
林
高
等
学
校

緯
　
・
４
３
０
７

７２
県
立
館
林
高
等
学
校

定
時
制
課
程
選
抜
試
験

太
田
検
察
審
査
会
事
務
局

緯
　
・
７
７
５
１

４５
検

察

審

査

員

に

選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を

講　師内　容日　時

小暮弘美さん（エアロビ

クスインストラクター）
ステップ（踏み台）運動

２月８日昇

午後１時３０分～

３時３０分

川島栄子さん（日本体

育協会公認スポーツプ

ログラマー）

ダンベル体操

３月１６日昌

午後１時３０分～

３時３０分

■日程一覧

前
橋
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

緯
０
２
７
・
２
３
１
・
４
２
７
５

少

額

訴

訟

手

続

群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

緯
０
２
７
・
２
１
０
・
５
０
０
５

県

特

定

最

低

賃

金

　町では、ごみの減量化と水質浄化の取

り組みとして、家庭で使用済みとなった

てんぷら油の回収を行いますので、ご協

力をお願いします。

□日時　２月２７日掌　午前１０時～午後

３時

□場所　町公民館駐車場（町消費生活展

の会場　吉田２４６５）

□回収する油　使用済みの植物性および

動物性の食用油（サラダ油、コーン油、

紅花油、ごま油、ラードなど）

□出し方

・ペットボトルなどに入れて当日会場へ

お持ちください

・凝固剤で固めたものは対象となりませ

ん

※エンジンオイルなどの鉱物油は回収し

ませんので、絶対に混ぜないでください。

詳しくは、環境課（内線１３２）へ。

　町くらしの会では、「使おうエコバッ

グ、減らそうレジ袋！」をテーマに消費

生活展を行います。

□日時　２月２７日掌　午前１０時～午後

３時

□場所　町公民館（吉田２４６５）

□内容　リフォーム作品やパネルの展

示、バザーほか

※詳しくは、商工課（内線１３８）へ。

町消費生活展で

廃食用油を回収します

第３３回消費生活第３３回消費生活展展
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防
衛
省
で
は
、
次
の
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）】

□
応
募
資
格

・
一
般
…
日
本
国
籍
を
有
し
、　１８

歳
以
上
　
歳
未
満
の
人

３４

・
技
能
…
　
歳
以
上
で
国
家
免
許

１８

資
格
な
ど
を
有
す
る
人

□
受
付
期
間
　
４
月
６
日
　
ま
で

（水）

□
試
験
期
日
　
４
月
　
日
　
、
ま

１６

（土）

た
は
　
日
　

１７

（日）

□
試
験
場
所

・
一
般
…
相
馬
原
駐
屯
地
（
榛
東

村
）

・
技
能
…
朝
霞
駐
屯
地
（
東
京
都

練
馬
区
）

【
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生
】

□
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有

し
、　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人
、

２２

２６

大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見

込
み
）
は
　
歳
未
満
の
人

２８

□
受
付
期
間
　
２
月
１
日
　
～
５

（火）

月
６
日
　（金）

□
試
験
期
日
　
５
月
　
日
　
・
　

１４

（土）

１５

日
　（
　
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

（日）

１５

□
試
験
場
所
　
勢
多
会
館
（
前
橋

市
）（
　
日
は
自
衛
隊
群
馬
地
方

１５

協
力
本
部
（
前
橋
市
））

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
群
馬
地
方

協
力
本
部
太
田
出
張
所
へ
。

　
心
肺
そ
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱

い
を
学
ぶ
救
命
講
習
を
開
催
し
ま

す
。

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
前
９

１３

（日）

時
～
正
午

□
場
所
　
西
部
消
防
署
藪
塚
分
署

（
太
田
市
山
之
神
町
２
４
３
の

２
）

□
対
象
　
大
泉
町
・
太
田
市
内
に

在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
人

（
中
学
生
以
上
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
西
部
消
防
署
藪
塚

分
署
（
緯
０
２
７
７
・
　
・
１

７８

１
１
９
）
へ
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
講
習
を
修
了
し
た
人
に
は
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

太
田
市
消
防
本
部
警
防
課
へ
。

□
日
時
　
２
月
　
日
　
・
　
日
　

２４

（木）

２５

（金）

午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
事
務
所
２

階
会
議
室（
朝
日
４
の
７
の
１
）

□
内
容
　
エ
ク
セ
ル
で
の
表
作

成
、
表
計
算

□
対
象
　
町
内
在
住
の
　
歳
以
上

６０

の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
　
町
シ
ル
バ
ー
人

（社）

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
２
月
　
日
　

１６

（水）

□
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
と
し
て
５
０
０
円
か

か
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、　

町
シ
ル
バ
ー
人

（社）

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ
。

□
日
時
　
３
月
　
日
　
　
午
前
　

１０

（木）

１０

時
～
正
午

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

□
テ
ー
マ
　「
ツ
バ
キ
の
種
類
と

楽
し
み
方
」

□
講
師
　
松
岡
　
正
さ
ん
（
群
馬

つ
ば
き
会
理
事
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
時
　
２
月
　
日
　

２１

（月）

午
前
８
時
　
分
～

３０

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、県
緑
化
セ
ン
タ
ー
へ
。

□
課
程
（
コ
ー
ス
）・
対
象
（
年
齢

は
４
月
１
日
現
在
）

・
園
芸
就
農
者
課
程
（
野
菜
、
春

夏
野
菜
、
花
き
、
果
樹
）
…
県

内
に
住
所
を
有
し
、
就
農
を
希

望
す
る
人

・
専
門
就
農
者
課
程
（
野
菜
）
…

県
内
に
住
所
を
有
し
、
研
修
終

了
後
、
確
実
に
就
農
す
る
　
歳
６０

以
下
の
人

・
定
年
帰
農
者
課
程
（
本
校
）
…

県
内
に
住
所
を
有
し
、
定
年
前

後
で
就
農
を
希
望
す
る
　
歳
以

５０

上
　
歳
以
下
の
人

６５

□
場
所
　
県
立
農
林
大
学
校
（
高

崎
市
箕
郷
町
）

□
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、県
立
農

林
大
学
校
研
修
部
就
農
支
援
係

（
〒
　
３
１
０
５
　
高
崎
市
箕
郷

３７０

町
西
明
屋
１
０
０
５
）
へ
直
接
、

ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
む

　
町
労
働
教
育
委
員
会
で

は
、
勤
労
者
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

教
室
（
春
の
花
の
寄
植
え
）

を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
３
月
６
日
掌
　
午

前
　
時
　
分
～
（
１
時
間

１０

３０

程
度
）

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
ラ
ウ

ン
ジ（
朝
日
４
の
７
の
１
）

□
講
師
　
大
峠
有
子
先
生
他

□
対
象
　
町
内
に
在
住
し
て

い
る
勤
労
者
、
ま
た
は
町

内
企
業
に
勤
務
し
て
い
る

勤
労
者

□
定
員
　
　
人
（
定
員
を
超

２０

え
た
場
合
は
抽
選
）

□
申
込
方
法
　
い
ず
み
の
杜

へ
直
接
申
し
込
む

□
申
込
期
間
　
２
月
６
日
掌
～

　
日
掌
（
い
ず
み
の
杜
の
開

１３館
時
間
内
）

□
費
用
　
１
５
０
０
円（
花
・

土
・
容
器
代
含
む
。
当
日

徴
収
）

※
詳
し
く
は
、
商
工
課
（
内

線
１
３
８
）
へ
。

太
田
市
消
防
本
部
警
防
課

緯
　
・
０
２
０
３

３３
救

命

講

習

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田

出
張
所
　
　
　
　
緯
　
・
５
５
６
３

４５

自

衛

官

鋤
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
局
　
　
　
　
緯
　
・
２
２
３
０

６１

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

県
立
農
林
大
学
校
研
修
部

緯
０
２
７
・
３
７
１
・
３
２
４
４

ぐ
ん
ま
農
業
実
践
学
校

（

就

農

準

備

校

）

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

緯
　
・
７
１
８
８

８８
緑

化

講

座

勤労者

ガーデニング教室



(19) 広報おおいずみ　Ｈ23.1.25　Vol.707

□
申
込
期
限
　
２
月
　
日
　
　
必

１５

（火）

着
□
費
用
　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
、
種
苗
代
な
ど
の
教
材
費

は
実
費
負
担
）

※
書
類
（
全
課
程
）
お
よ
び
面
接

（
専
門
就
農
者
課
程
の
み
）に
よ
る

選
考
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

県
立
農
林
大
学
校
研
修
部
（http:

//w
w
w
.g
unm
a
-ia
f.a
c.jp/

）
へ
。

　
弁
護
士
や
司
法
書
士
に
よ
る
債

務
整
理
相
談
、
多
重
債
務
者
支
援

団
体
に
よ
る
生
活
再
建
相
談
、
県

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
と
保
健

福
祉
事
務
所
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
な
ど
を
面
接
に
よ
り
行
い

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
後
１

１２

（土）

時
　
分
～
５
時

３０

□
場
所
　
邑
楽
町
役
場
（
邑
楽
町

中
野
２
５
７
０
の
１
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
邑
楽
町
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
５
０
４
７
）

４７

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
町
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
。

　
こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
・
悩
み

を
も
つ
人
の
電
話
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
前
　

１３

（日）

１０

時
～
午
後
３
時

□
内
容
　
仕
事

な
ど
で
平
日

に
相
談
が
で

き
な
い
人
の

た
め
に
、
精

神
科
医
師
、

精
神
保
健
福

祉
士
な
ど
が
電
話
相
談
に
あ
た

り
ま
す

□
対
象
　
こ
こ
ろ
の
病
気
や
不

安
・
悩
み
な
ど
を
お
持
ち
の
人

ま
た
は
そ
の
家
族

□
専
用
電
話
番
号
　
緯
０
２
７
・

２
９
０
・
２
９
２
０

□
費
用
　
無
料
（
た
だ
し
、
電
話

代
は
か
か
り
ま
す
）

※
よ
り
多
く
の
人
の
相
談
を
受
け

る
た
め
、
個
々
の
相
談
時
間
を
制

限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
事

務
局
へ
。

□日時　２月１７日昭　午後４時～

□場所　館林厚生病院多目的ホール（館

林市成島町２６２－１）

□テーマ　子宮 頸 がんについて
けい

□講師　岩根恵子氏（館林厚生病院産婦

人科医長）

□費用　無料

※参加を希望される人は、当日、直接会

場へお越しください。詳しくは、館林厚

生病院（緯７２・３１４０）へ。

健康講座

　町労働教育委員会では、今年度入社し

た社員と今春入社予定の社員が職場で明

るく元気に、そして前向きな力をもって

働けるよう、社会人としての心構えと基

礎的な知識を身につけてもらうことを目

的に、新入社員研修会を開催します。

□期日・場所（４日間とも同じ内容）

・３月１４日捷、１５日昇、１６日昌…太田

商工会議所（太田市浜町３－６）

・３月１７日昭…文化むら（朝日５－２４－

１）

□時間　午前９時３０分～午後４時

□対象　大泉町または太田市の事業所に

今年度入社、または今春入社予定の社

員

□定員　各日とも２５人（定員になりしだ

い締め切り）

□申込方法　事業主が所定の申込書に記

入し、参加費を添えて、商工課、また

は太田市工業政策課へ直接申し込む

□申込期間　２月７日捷～２５日晶

□注意事項

・申込書は商工課、太田市工業政策課、

太田商工会議所総務部にあるほか、町

ホームページからもダウンロードでき

ます

・受講を希望する事業所は、いずれか１

日を選んでお申し込みください

□費用　１，０００円（昼食代などを含む）

※詳しくは、商工課（内線１３８）へ。

太田・大泉地区
新入社員研修会

　
町
で
は
、
う
つ
や
不
眠
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

心
の
問
題
に
つ
い
て
悩
み
事

の
あ
る
人
を
対
象
に
し
た
、

医
師
に
よ
る
個
別
の
健
康
相

談
を
行
い
ま
す
。

□
日
時
　
３
月
３
日
昭
　
午

後
２
時
～
４
時

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー（
吉
田
２
４
６
５
）

□
担
当
　
柴
田
信
義
先
生
（
柴

田
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
へ
電

話
で
申
し
込
む（
予
約
制
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯

　
・
２
６
３
１
）
へ
。

５５ こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

受講生募集

町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
　
・
３
５
１
１

６３
多

重

債

務

者

無

料

法

律

相

談

会

県
精
神
保
健
福
祉
協
会
事
務
局

緯
０
２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６

こ
こ
ろ
の

電

話

相

談
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□
場
所
　
１
階
第
１
会
議
室

【
春
季
蔵
書
点
検
】

　
図
書
館
で
は
、
所
蔵
資
料
の
確

認
・
整
理
の
た
め
「
春
季
蔵
書
点

検
」
を
行
い
ま
す
。
期
間
中
は
、

休
館
と
な
り
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
期
間
　
１
月
　
日
　
～
２
月
４

３１

（月）

日
　（金）

□
資
料
の
返
却
　
正
面
玄
関
左
側

の
「
返
却
ポ
ス
ト
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
ビ
デ
オ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
は
、
破
損
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
）

〈
一
般
書
〉

『
モ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
領
域
』
海

堂
　
尊
著
/
『
祝
福
』
長
嶋
　
有

著
/
『
時
代
の
果
実
』
黒
井
千
次

著
/
『
や
ぶ
へ
び
』
大
沢
在
昌
著

/
『
迷
子
石
』
梶
よ
う
子
著
/

『
飛
水
』
高
樹
の
ぶ
子
著
/
『
エ

ル
ニ
ー
ニ
ョ
』
中
島
京
子
著
/

『
風
の
マ
ジ
ム
』
原
田
マ
ハ
著
/

『
陽
だ
ま
り
幻
想
曲
』
楊
　
逸
著

/
『
烙
印
』
天
野
節
子
著
/
『
Ｙ

氏
の
妄
想
録
』
梁
　
石
日
著
/

『
お
く
う
た
ま
』
岩
井
三
四
二
著

/
『
嫌
な
女
』
桂
　
望
実
著
/

『
白
虹
』
大
倉
崇
裕
著
/
『
日
本

人
の
暦
』
長
谷
川
　
櫂
著
/
『
親

が
死
ぬ
ま
で
に
聞
い
て
お
き
た
い

　
の
こ
と
』
米
山
公
啓
著

４５〈
児
童
書
〉

『
ト
リ
ゴ
ラ
ス
の
逆
襲
』
長
谷
川

集
平
作
/
『
忘
れ
な
い
よ
リ
ト

ル
・
ジ
ョ
ッ
シ
ュ
』
マ
イ
ケ
ル
・

モ
ー
バ
ー
ゴ
作
/
『
ご
め
ん

ね
！
』
テ
ィ
ム
・
ワ
ー
ン
ズ
絵
/

『
ど
う
し
て
十
二
支
に
ネ
コ
年
は

な
い
の
？
』
メ
イ
ロ
・
ソ
ー
絵
/

『
ふ
く
び
き
』
狩
野
富
貴
子
絵

図書館の本やビデオを借りるためには

「図書利用券」が必要です。必ず持ってき

てくださいね。

■住所　大泉町中央３－１１－２１

■ホームページアドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/

■ｉモードアドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/i/
緯63・6399

上 映 予 定 作 品上 映 日

かいじゅうたちの
いるところ〔２００９〕

ぼくとママの黄色い
自転車

２月２０日掌
午前１０時～

午後１時３０分～

１階　視聴覚ホール

ビデオ上映会in 図書館

【
読
み
聞
か
せ
会
】

◎
ど
ん
ぐ
り
の
会

□
日
時
　
毎
週
木
曜
日
（
第
５
週

を
の
ぞ
く
）　
午
後
２
時
　
分
～

３０

◎
て
ん
と
う
虫
の
会
と
個
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

□
日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２

時
～

◎
日
曜
日
の
読
み
聞
か
せ

・
学
生
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

□
日
時
　
第
１
日
曜
日
　
午
後
２

時
～

・
か
た
つ
む
り
の
会
（
お
父
さ
ん

た
ち
の
読
み
聞
か
せ
会
）

□
日
時
　
第
３
・
５
日
曜
日
　
午

後
２
時
～

※
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
学
生

と
お
父
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
朗
読
の
会
】

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
後
２

１３

（日）

時
～

緯63・6399

催
し
も
の
案
内

お
楽
し
み
盛
り
だ
く
さ
ん

本
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

新
着

図書館休館日
月末整理日掌３０日・１月

捷１４日・捷７日・２月 

捷２８日・捷２１日

月末整理日掌２７日

・春季蔵書点検

  １月３１日捷～２月４日晶

てんとう虫の会

 金  井  直  美 さん
かな い なお み

　おやつにクッキーを食べようとす
ると、玄関のチャイムがピンポー
ン。友だちが来ました。また食べよ
うとするとピンポーンと鳴り、別の
友だちが来ます。そのくり返し。い
つになったら食べられるのでしょ
う。とうとう、クッキーの数と子ども
の人数が同じに。それでもまたピン
ポーン。くり返しが楽しいので、読
み聞かせにピッタリです。絵が鮮や
かで、人物の表情もとても豊か。見
ているだけでも楽しい絵本です。
おかあさんが何度も言っている
｢おばあちゃんのクッキーはとくべ
つよ｣の意味が最後にわかります。

ハッチンス／著

おまたせクッキー

貸
し
出
し

ラ
ン
キ
ン
グ

BEST

５

・
第
１
位
…
　
回
６１

　
『
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
シ
リ
ー
ズ
』

原
　
ゆ
た
か
作
・
絵

・
第
２
位
…
　
回
４５

　
『
お
ば
け
の
て
ん
ぷ
ら
』

せ
な
け
い
こ
作
・
絵

・
第
３
位
…
　
回
４３

　
『
あ
な
た
を
ず
っ
と
ず
っ
と
あ
い
し
て
る
』

宮
西
達
也
作
・
絵

・
第
４
位
…
　
回
４０

　
『
ド
ラ
え
も
ん
』

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
作
・
絵

・
第
５
位
…
　
回
３９

　
『
教
室
の
亡
霊
』

内
田
康
夫
著

■
一
般
図
書
・
児
童
書

（
４
月
１
日
～
　
月
　
日
）

１２

１７
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児
童
館
の
行
事
で
、
対
象
に
記

載
の
な
い
も
の
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

〈
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
の
裏
側
の
体
験

ツ
ア
ー
！
〉

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
前
　

１２

（土）

１１

時
　
分
～
午
後
０
時
　
分

１５

３０

□
内
容
　
映
写
機
・
フ
ィ
ル
ム
の

仕
組
み
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
作

り
方

□
対
象
　
小
学
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
開
始
日
　
１
月
　
日
　

２７

（木）

□
参
加
費
　
無
料

※
集
合
、
解
散
場
所
が
太
田
イ
オ

ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
（
イ
オ

ン
シ
ネ
マ
）
に
な
り
ま
す
。

〈
ひ
な
ま
つ
り
〉

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
後
２

２６

（土）

時
～
４
時

□
内
容
　
ソ
ー
ラ
ン
隊
の
踊
り
、

あ
そ
び
の
学
校
の
先
生
に
よ
る

昔
あ
そ
び
の
出
し
物
ほ
か

※
当
日
は
、
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
お
招
き
し

て
い
っ
し
ょ
に
会
食
し
ま
す
。

〈
劇
あ
そ
び
〉

　
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
な
役
に

な
っ
て
、
ひ
と
つ
の
劇
を
つ
く
り

あ
げ
よ
う
！

　
ど
ん
な
お
話
が
で
き
る
か
お
楽

し
み
！

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
後
３

１０

（木）

時
　
分
～

３０

□
対
象
　
小
学
生

□
定
員
　
　
人
１０

□
申
込
期
間
　
１
月
　
日
　
～
２

２７

（木）

月
　
日
　

１０

（木）

〈
か
ぜ
っ
子
ま
つ
り
〉

□
日
時
　
２
月
５
日
　
　
午
後
１

（土）

時
　
分
～
（
午
後
１
時
受
付
開

３０
始
）

□
内
容
　
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
ほ
か

※
当
日
は
、
ゲ
ー
ム
券
が
必
要
で

す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
受
付
を
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
ス
ト
ロ
ー
グ
ラ
イ
ダ
ー
づ
く

り
〉

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
後
３

１５

（火）

時
　
分
～

３０

□
内
容
　
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
た
グ

ラ
イ
ダ
ー
を
作
り
、
飛
ば
し
ま

す
※
詳
し
く
は
、
児
童
館
だ
よ
り
２

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
あ
そ
び
の
宝
箱
〉

　
群
馬
工
業
高
等
専
門
学
校
か
ら

楽
し
い
先
生
が
や
っ
て
き
て
、
不

思
議
な
世
界
を
登
場
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

□
日
時
　
２
月
３
日
　
　
午
後
３

（木）

時
　
分
～
４
時
　
分
　

３０

３０

□
内
容
　「
バ
ナ
ナ
で
 釘
 を
打
ち

く
ぎ

ま
し
ょ
う
（
超
低
温
に
挑
戦
）」

〈
朝
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

教
室
〉

□
日
時
　
３
月
１
日
・
８
日
・
　１５

日
・
　
日
（
毎
回
火
曜
日
）
 

２９

午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

□
定
員
　
　
人
２５

□
受
講
料
　
１
６
０
０
円

〈
夜
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

教
室
〉

□
日
時
　
３
月
１
日
・
８
日
・
　１５

日
・
　
日
（
毎
回
火
曜
日
）
午

２９

後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

□
定
員
　
　
人
２５

□
受
講
料
　
１
６
０
０
円

〈
朝
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
〉

□
日
時
　
３
月
２
日
・
９
日
・
　１６

日
・
　
日
（
毎
回
水
曜
日
）
 

２３

午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
夜
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
〉

□
日
時
　
３
月
２
日
・
９
日
・
　１６

日
・
　
日
（
毎
回
水
曜
日
）
 

２３

午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
ア
ク
ア
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
教
室
〉

□
日
時
　
３
月
４
日
・
　
日
・
　

１１

１８

日
・
　
日
（
毎
回
金
曜
日
）
 

２５

午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
０
０
０
円

〈
３
月
の
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆

カ
ン
タ
ン
体
操
教
室
〉

□
日
時
　
３
月
３
日
・
　
日
・
　

１０

１７

日
・
　
日
（
毎
回
木
曜
日
）
 

２４

午
後
２
時
～
３
時

□
定
員
　
　
人
１８

□
受
講
料
　
１
６
０
０
円

〈
淡
水
パ
ー
ル
と
ビ
ー
ズ
で
作
る

ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室
〉

□
日
時
　
３
月
　
日
　
　
午
後
２

１６

（水）

時
～
４
時

□
定
員
　
　
人
１６

□
参
加
費
　
２
１
０
０
円
（
教
材

費
含
む
）

※
各
教
室
の
申
し
込
み
は
、
２
月

２
日
　
　
午
前
９
時
　
分
か
ら
、

（水）

３０

朝
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

教
室
、朝
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
、

ア
ク
ア
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
教
室
、
３

月
の
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
カ
ン

タ
ン
体
操
教
室
、
淡
水
パ
ー
ル
と

ビ
ー
ズ
で
作
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教

室
。
午
後
６
時
か
ら
は
、
夜
の
ト

ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
、

夜
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。
受
講
料
を
添
え

て
、
い
ず
み
の
杜
へ
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
教
室

の
対
象
者
は
高
校
生
以
上
で
町
内

在
住
、
ま
た
は
在
勤
者
を
優
先
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
い
ず
み
の
杜
へ
。

   南
児
童
館

緯
　
・
１
７
２
１
   

６３

緯20・0035

   西
児
童
館

緯
　
・
４
６
８
９
   

６２

   東
児
童
館

緯
　
・
０
１
３
３
   

６２

杜
の
教
室
案
内

集
・
学
・
遊

捷７日・２月

捷１４日

捷２１日

捷２８日

いずみの杜
２月の休館日

   北
児
童
館

緯
　
・
３
８
２
０
   

６３
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▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ま
ゆ
み

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
三
剣
士
の
合
体

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
マ
ニ
コ

▼

中
村
友
香
（
　
区
）

２２

元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
、
次
々
に
登
場
し
ま
す

 栗  原 　 茂 さん（１１区・８２歳）
くり ばら しげる

西小泉長寿会

健
康
な
限
り

健
康
な
限
り
はは

書
道
を
続
け
て
い
き
た

書
道
を
続
け
て
い
き
た
いい

「書道の上達はた

だひとつ、練習あ

るのみです」」と話と話

す栗原す栗原ささん。ん。

　生来の大泉っ子ですが、１６歳で航空隊

に入隊し、終戦・復員後は、世のため人の

ためになる仕事がしたいという強い希望

から昭和２２年８月、役場に入職しました。

以来３８年間、戸籍係を筆頭にいろいろな

仕事を経験させていただきました。退職後

は、区長や文化協会長なども経験させてい

ただきましたが、皆さんの御協力もあり、な

んとか務めることができました。幸い健康

に恵まれ、今も区の運営委員長をはじめ文

化協会や公民館の顧問をさせていただい

ており、感謝の日々を過ごしています。

　また、人生８０余年の半ば以上、書道を

友として勉強させていただき、２０有余人の

師範を育てることもできました。まだまだ

道半ば、これからもさらなる高みを目指し

書道を続けていきたいと思っています。

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
シ
フ
ォ
ン

初
春
の
朝
日
拝
み
て
幸
せ
に

不
況
も
サ
ラ
バ
笑
顔
で
歩
み

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

ふ
る
え
つ
つ
南
の
夜
空
に
線
を
引
く

流
星
群
の
神
秘
に
見
入
る

木
村
ふ
み
子
（
　
区
）

２５

－

や
よ
い
短
歌
会

－

堰
下
の
浅
瀬
に
ひ
そ
み
産
卵
の

刻
待
つ
鮭
は
み
な
傷
を
持
つ

栗
原
伸
子
（
　
区
）

２２

小
春
日
の
と
ど
め
お
き
た
き
ぬ
く
も
り
に

石
蕗
の
花
ぬ
き
い
で
て
咲
く

大
町
　
操
（
太
田
市
）

点
滴
に
明
け
暮
る
る
日
々
ベ
ッ
ド
に
て

想
う
老
い
の
身
労
り
ゆ
か
な

湯
沢
よ
ね
（
　
区
）

１９

 娘
 の
庭
に
此
の
年
の
瀬
に
電
飾
を

こ飾
る
人
居
ず
闇
に
静
も
る

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

雨
の
日
に
バ
ッ
グ
盗
ま
れ
鍵
が
無
し

帰
宅
す
れ
ど
も
ド
ア
は
開
か
ず

平
田
　
薫
（
　
区
）

１５

夫
好
む
演
歌
を
か
け
て
病
室
を

そ
っ
と
い
で
た
り
気
付
か
れ
ぬ
間
に

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

卒
寿
な
る
叔
母
の
自
慢
の
ち
ら
し
ず
し

桜
で
ん
ぶ
に
春
の
香
り
す

村
田
厚
子
（
２
区
）

神
秘
な
る
あ
ぶ
く
ま
洞
の
出
口
吹
く

晩
秋
の
風
が
 現
  世
 に
戻
す

う
つ
し
 
よ

正
田
富
子
（
　
区
）

１０

煙
 噴
 く
桜
島
を
ば
借
景
に

ふ

夫
と
納
ま
る
古
希
迎
ふ
る
旅

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

酒
田
市
の
老
舗
の
宿
に
舞
ふ
舞
子

町
に
髪
結
ひ
ゐ
ぬ
を
嘆
け
り

黒
河
早
百
合
（
　
区
）

１０

多
事
な
れ
ば
バ
ス
よ
り
横
目
を
走
ら
せ
て

今
年
の
紅
葉
こ
れ
に
て
終
る

高
瀬
　
壽
（
　
区
）

１０

流
人
等
の
姿
変
え
来
し
と
い
う
か
も
め

本
土
恋
し
と
舟
追
い
か
け
る

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

久
々
に「
案
山
子
」と
う
歌
聞
く
こ
の
歌
を

子
ら
に
聞
か
せ
た
き
時
も
あ
り
た
り

木
月
美
世
子
（
　
区
）

２３

朝
餉
時
に「
蛇
口
取
り
替
え
に
来
ま
し
た
」と

玄
関
に
冴
ゆ
る
青
年
の
声

鈴
木
好
子
（
　
区
）

２７

木
々
は
皆
最
後
の
力
ふ
り
し
ぼ
り

紅
葉
し
秋
の
青
空
に
立
つ

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

短短
　
　
　
歌歌
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お
正
月
か
ざ
り
を
つ
く
ろ
う
　

１２月２５日、東児童館で「お正月かざりを

つくろう」が行われました。この行事には

１２組の親子が参加し、ひいらぎや松、水引、

 干  支 にちなんだ雪うさぎなどを使い、きれ
え と

いなお正月飾りを完成させました。

　広報おおいずみに掲載して
ほしいイラストなどは黒一色
で書いてね。
　皆さんからのご意見・ご質
問、身近な話題などもお待ち
しています。
広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
Ｅメール：kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
交
通
指
導
員
初
招
集
　

　
来
館
者
３
０
０
万
人
達
成
　

１月７日、役場前ロータリーで交通指導員

が初招集されました。昨年大泉署管内では

交通事故による死亡者数０を達成しまし

た。今年も交通事故防止を図るため、交通

指導員は活動を続けていきます。

１月８日、オープン以来多くの人に利用され

ているいずみの杜の来館者が３００万人に達

し、記念式典が行われました。３００万人目の

来館者は、くす玉と職員たちによる拍手に迎

えられ、花束と記念品が贈られました。

　
広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法
　
広
報
情
報
課
へ

直
接
、
ま
た
は
電
話
（
緯
　
・
６３

３
１
１
１
　
内
線
２
１
５
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
・
３
９
２
１
、
Ｅ

６３

メ
ー
ル
（kouhou@

tow
n.oiz

um
i.g
unm
a
.jp

）
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

離
れ
住
む
孫
の
み
や
げ
の
お
守
り
は

中
風
除
け
と
ぼ
け
封
じ
な
り

富
山
準
子
（
　
区
）

２５

利
根
川
を
越
え
て
延
び
た
る
電
線
の

鉄
塔
の
灯
り
夜
空
に
き
ら
め
く

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

風
中
に
大
き
く
揺
る
る
芦
の
葉
と

共
に
揺
れ
ゐ
る
二
羽
の
子
雀

濱
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

ぶぶ
ら
り
ぶ
ら
り

【
文
化
む
ら
】

　
今
年
も
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
大

泉
町
成
人
式
。
そ
の
会
場
で
あ
る

文
化
む
ら
は
、
町
発
足
　
周
年
記

３０

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
昭
和
　６２

年
か
ら
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　
成
人
式
式
典
が
行
わ
れ
た
大

ホ
ー
ル
棟
が
完
成
し
た
の
は
平
成

元
年
５
月
。
平
成
２
年
か
ら
成
人

式
の
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
新
成
人
を
見

守
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
３
年
　１０

月
に
は
、
展
示
ホ
ー
ル
棟
な
ど
が

完
成
し
、
文
化
む
ら
全
施
設
が

オ
ー
プ
ン
。
今
年
、
文
化
む
ら
も

供
ハ
タ
チ
僑
を
迎
え
ま
す
。
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この広報紙は、自然保護のため再生紙と
大豆油インキを使用し作成しています。

電話で確認してから受診してください姿日曜・祝日当番医

姿みみよりOIZUMI番組表
ＦＭラジオ放送

姿保健カレンダー 健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり課課課課課課課課課課健康づくり課　緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯６６６６６６６６６６２２２２２２２２２２６２・・・・・・・・・・２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２・２１２１１１１１１１１１１１

歯　　科耳  鼻  科外　　科内　　　　　　科月　日

館林邑楽
歯科保健医療
センター

館林７３・８８１８

川田耳鼻咽喉科医院
館林７２・３３１４

小曽根整形外科
館林７２・７７０７

益田小児科医院
大泉６２・５５３５

神尾内科医院
館林７５・１２８８

まりレディスクリニック
館林７６・７７７５

真下胃腸科内科医院
大泉６２・２０２５

１月３０日掌

川村耳鼻咽喉科医院
館林７２・１３３７

澤田皮膚外科
館林７０・７７０３

ミツワ診療所
明和７０・３０３０

さくらクリニック
館林７２・３８５５

ごが内科楡クリニック
館林７３・７５８７

黛泌尿器科内科医院
大泉６３・７８００

２月６日掌

　　　　　
川島脳神経外科医院
館林７５・５５１１

阿部医院
大泉６２・５４２８

たけい小児科・アレルギー科
館林７６・２５２５

多々良診療所
館林７２・３０６０

寺内医院
邑楽８８・１５１１２月１１日晶

　　　　　
慶友整形外科病院
館林７２・６０００

金丸内科医院
邑楽８８・３２００

こやなぎ小児科医院
館林８０・２２２０

森下内科医院
館林７３・７７７６

三浦医院
大泉６２・２９１７２月１３日掌

今村クリニック
邑楽７０・２２２１

館林医院
館林７４・２１１２

小児科おぎわらクリニック
大泉６１・１１３３

うえの医院
館林７２・３３３０

土井レディスクリニック
館林７２・８８４１

みづほクリニック
大泉２０・１１２２

２月２０日掌

　　　　　
堀井乳腺外科クリニック
館林５５・２１００

小西医院
千代田８６・２２６１

堀越医院
館林７３・４１５１

さくま内科胃腸科クリニック
館林５５・２５００

湯沢医院
大泉６２・２２０９２月２７日掌

板倉耳鼻咽喉科クリニック
板倉８０・４３３３

田沼整形外科医院
邑楽８８・９２２３

小林内科医院
邑楽８８・８２７８

横田医院
館林７２・０２５５

後藤内科医院
館林７２・０１３４

石山医院
板倉８２・０１０３

３月６日掌

◆内科、外科の診療時間は午前９時～午後５時まで、耳鼻科の診療時間は午前９時～午後１時までです。
◆館林邑楽歯科保健医療センターの診療時間は、午前９時～正午、午後１時～３時です。
◆小児科のみ、婦人科のみ診療する医療機関もありますので、事前に電話でご確認ください。
◆時間外、夜間などは、救急医療テレホンサービス（緯４５・７７９９）で受診できる病院などを紹介します。

受 付 時 間対　　 象　　 者会　 　 場種　 　 　 　 目曜日日

２月

午後１:００～２:００Ｈ２２.９.１～Ｈ２２.１０.３１生保健福祉総合センターＢ Ｃ Ｇ火１

午後２:００～４:００申　　込　　者〃こころの健康相談木３

午前９:３０～１１:００希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談
月７

午前９:３０～１１:００乳幼児とその保護者〃乳 幼 児 健 康 相 談

午後１:００～４:００初妊婦およびその家族〃両 親 学 級

火８
午後１:３０～３:３０町内在住者（申込制）〃

毎月１日運動の日
（ステップ（踏み台）運動）

午前９:３０～午後４:３０該　　当　　者〃幼 児 相 談水９

午前９:３０～１１:００希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談
月１４

午前９:３０～１１:００乳幼児とその保護者〃乳 幼 児 健 康 相 談

午後１:００～４:００初妊婦およびその家族〃両 親 学 級火１５

午前１０:００～午後１:００申　　込　　者〃脱メタボ栄養教室水１６

午後１:００～１:３０Ｈ２１.７.２１～Ｈ２１.８.２０生〃１歳６か月児健康診査木１７

午前９:３０～午後２:３０申　　込　　者〃た ん ぽ ぽ 教 室日２０

午前９:３０～１１:００希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談
月２１

午前９:３０～１１:００乳幼児とその保護者〃乳 幼 児 健 康 相 談

午後１:００～１:３０Ｈ２２.１０.１～Ｈ２２.１０.３１生〃４か月児健康診査火２２

午後１:００～１:３０Ｈ１９.１１.１～Ｈ１９.１１.３０生〃３ 歳 児 健 康 診 査水２３

午後１:００～１:３０Ｈ２１.１.１～Ｈ２１.１.３１生〃２歳児歯科健康診査木２４

午後１:００～１:３０Ｈ２２.７.１～Ｈ２２.７.３１生〃７か月児健康診査金２５

３月

午後２:００～４:００希　　望　　者保健福祉総合センターこころの健康相談木３

表紙：１月９日、文化むらで「平成２３年

成人式」が開催されました。華やかな晴

れ着やスーツに身を包んだ新成人２９８

人が式典に出席し、旧友との再会を喜

び、人生の門出を祝いました。

　ＦＭラジオ76.7MHz２月（如月）

昼12：50～13：00
夜　9：50～10：00

月曜日～金曜日

町の新鮮な話題をご紹介！１月３１日捷・２月２日昌・４日晶

健康づくり課からのお知らせ

～生活習慣病予防～
１日昇・３日昭

町の新鮮な話題をご紹介！７日捷・９日昌・１１日晶

町公民館のお知らせ

～公民館情報～
８日昇・１０日昭

町の新鮮な話題をご紹介！１４日捷・１６日昌・１８日晶

図書館へ行こう！

～図書館あれこれ～
１５日昇・１７日昭

町の新鮮な話題をご紹介！２１日捷～２５日晶


